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Ⅰ はじめに 

 

本市は、名古屋市基本構想に基づく第３次の長期総合計画として、平成１２年９月に名古屋新

世紀計画２０１０を策定・公表しました。この計画は、本市の２１世紀初頭のまちづくりの指針

であり、生活、環境、文化、産業のすべての分野にわたって調和のとれた、「誇りと愛着の持てる

まち・名古屋」をめざしています。 

 

この名古屋新世紀計画２０１０の適正な進行管理を行うとともに、実効性を確保し、施策・事

業の効率的かつ効果的で着実な推進をはかることを目的として、平成１６年３月に名古屋新世紀

計画２０１０第２次実施計画（計画期間：平成１６～１８年度）を策定・公表しました。 

 

このたび、第２次実施計画の平成１６年度から１８年度の３年間の進状況をまとめました。

これは、計画登載事業の計画事業量と実績事業量を比較し、計画事業量に対する取り組み状況

を明らかにするものです。また数値目標については、平成１８年度の目標値の達成状況を示して

います。 

 

なお、平成１９年３月に平成１９年度から平成２２年度までの４年間を計画期間とした「第３

次実施計画」を策定・公表しました。今後もこれまでの取り組みをふまえ、「名古屋新世紀計画

２０１０」の実現に向け計画の着実な推進をはかっていきます。 
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Ⅱ 概要 

 

１ 事業計画の進状況について 
 
事業計画について、平成１６～１８年度の実績が計画事業量に対してどの程度進したかを、

次の４種類の記号で示しています。 
 

進状況 基  準 

☆☆☆ 

順調 
計画事業量に対し、順調に進しているもの 

☆☆ 

やや遅れ 
計画事業量に対し、やや遅れが見受けられるもの 

☆ 

遅れ 
計画事業量に対し、遅れが見受けられるもの 

事
業
計
画 

－ 

見直し 
事業内容・事業量等を全面的に見直したもの 

 
（注）平成１６～１８年度の実績が計画事業量の概ね８割以上であれば「☆☆☆」、５割以上であれば「☆☆」、

５割に満たなければ「☆」を付しています。 

 

 

 

 

 

 

計画登載の４２０事業について、平成１６～１８年度の進状況は、およそ８割の事業が順

調に進しています。 
 

進状況別事業数 

☆☆☆ ☆☆ ☆ 柱 

順調 やや遅れ 遅れ 

－ 

見直し 
合 計 

市民の福祉と健康 52 10 3 6 71 

都市の安全と環境 80 17 1 2 100 

市民の教育と文化 62 12 1 1 76 

市街地の整備 91 21 2 0 114 

市民の経済 41 5 0 0 46 

人権と市民サービス 11 0 2 0 13 

合  計 337 65 9 9 420 
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２ 数値目標の進状況について 
 

数値目標について、平成１８年度の目標値の達成状況を「☆」の数で示しています。 

 

進状況 基  準 

☆☆☆ 

順調 
目標値に対し、順調に進しているもの 

☆☆ 

やや遅れ 
目標値に対し、やや遅れが見受けられるもの 

☆ 

遅れ 
目標値に対し、遅れが見受けられるもの 

数
値
目
標 

＊ 実績値の把握ができないもの 

 

（注）平成１８年度の目標値の達成状況が、概ね８割以上であれば「☆☆☆」、５割以上であれば「☆☆」、

５割に満たなければ「☆」を付しています。 

また、実績値の把握ができないものには、 ① 数年ごとの調査をもとにしているため平成１８年度の

実績値が把握できないもの、 ② 平成１８年度の実績値の把握にあたり調査方法を簡易にしたものなど

計画策定時と調査方法を変更したもの、 などがあり「＊」を付しています。このうち、一部については

参考値として数値を掲載しています。 

 

 

計画登載の１１３数値目標について、平成１８年度の進状況は、「＊」を除く１０３項目の

うち、およそ７割が順調に進しています。 
 

進状況別数値目標数 

☆☆☆ ☆☆ ☆ 柱 

順調 やや遅れ 遅れ 
＊ 合 計 

市民の健康と福祉 12 2 6 2 22 

都市の安全と環境 10 3 4 0 17 

市民の教育と文化 15 2 5 2 24 

市街地の整備 21 4 4 4 33 

市民の経済 10 1 2 1 14 

人権と市民サービス 1 0 1 1 3 

合  計 69 12 22 10 113 
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３ 事業費について 

平成１６～１８年度の実績事業費（見込み）は、約９，３００億円で、計画事業費のおよそ

９割となりました。 

 

 計画事業費 平成１６～１８年度実績事業費 

総事業費 約１兆円 約９，３００億円 

うち一般会計 約７，３００億円 約６，５００億円 

 
数値目標について 

第２次実施計画では、個々の事業を実施することにより、達成をめざす施策の目標を、

数値目標として登載しました。 

例えば、「高齢者福祉」部門には 

・安心して介護が受けられる仕組みづくり 

・地域において安心して生活できるための支援 

・健康で生きがいが感じられる生活への支援 

の３つの施策を掲げています。これらの施策について、 

・利用している在宅介護サービスに関する満足度 

・日常生活が自立している高齢者の割合 

・自分が健康であると感じている高齢者の割合 

・シルバー人材センターを通じて働く高齢者の就業延べ人数 

の４つを数値目標として掲げており、それぞれに、平成１８年度と２２年度に達成を

めざす目標値を掲載しています。 

 

進状況の各記号は、これら数値目標の平成１８年度の目標値に対する進状況を示す

もので、それぞれの施策全体の進状況を表しているものではありません。 


	Ⅰはじめに
	Ⅱ概要
	1事業計画の進ちょく状況について
	2数値目標の進ちょく状況について
	3事業費について




